
一

裁
判
所
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
に
対
す
る
修
正
案
要
綱

「
裁
判
所
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
」
の
全
部
を
修
正
し
、
次
の
内
容
の
「
裁
判
所
法
及
び
法
科
大
学
院
の
教
育
と

司
法
試
験
等
と
の
連
携
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
」
と
す
る
こ
と
。

第
一

裁
判
所
法
の
一
部
改
正

一

法
曹
の
養
成
に
関
す
る
制
度
の
見
直
し
を
行
う
間
の
給
費
制
の
維
持

平
成
二
十
五
年
十
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
、
司
法
修
習
生
が
そ
の
修
習
に
専
念
す
る
こ
と
を
確
保
す
る
た
め
の
資
金
を

国
が
貸
与
す
る
制
度
を
停
止
し
、
暫
定
的
に
司
法
修
習
生
に
対
し
給
与
を
支
給
す
る
制
度
と
す
る
こ
と
。
（
第
一
条
に
よ

る
改
正
後
の
裁
判
所
法
附
則
第
四
項
関
係
）

二

法
曹
の
養
成
に
関
す
る
制
度
の
見
直
し
に
お
け
る
貸
与
制
の
見
直
し

修
習
資
金
の
貸
与
に
つ
い
て
は
、
第
二
の
法
曹
の
養
成
に
関
す
る
制
度
に
つ
い
て
の
検
討
に
お
い
て
、
法
曹
に
な
ろ
う

と
す
る
者
が
経
済
的
理
由
か
ら
法
曹
に
な
る
こ
と
を
断
念
す
る
こ
と
が
な
い
よ
う
法
曹
の
養
成
に
対
し
適
切
な
財
政
支
援

を
行
う
観
点
か
ら
、
法
曹
の
養
成
に
お
け
る
司
法
修
習
生
の
修
習
の
位
置
付
け
を
踏
ま
え
つ
つ
、
検
討
が
行
わ
れ
る
べ
き

も
の
と
す
る
こ
と
。
（
第
一
条
に
よ
る
改
正
後
の
裁
判
所
法
附
則
第
五
項
関
係
）



二

第
二

法
科
大
学
院
の
教
育
と
司
法
試
験
等
と
の
連
携
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正

政
府
は
、
こ
の
法
律
の
施
行
後
速
や
か
に
、
法
科
大
学
院
に
お
け
る
教
育
、
司
法
試
験
及
び
司
法
修
習
生
の
修
習
の
実
施

状
況
等
を
勘
案
し
、
法
曹
の
養
成
に
関
す
る
制
度
に
つ
い
て
、
別
に
法
律
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
合
議
制
の
機
関
を
設
置

し
、
そ
の
意
見
を
聴
い
て
検
討
を
加
え
、
そ
の
結
果
に
基
づ
い
て
平
成
二
十
五
年
十
月
三
十
一
日
ま
で
に
所
要
の
措
置
を
講

ず
る
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
第
二
条
に
よ
る
改
正
後
の
法
科
大
学
院
の
教
育
と
司
法
試
験
等
と
の
連
携
等
に
関
す
る
法
律
附

則
第
二
条
関
係
）

第
三

附
則

一

施
行
期
日

こ
の
法
律
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
附
則
第
一
項
関
係
）

二

経
過
措
置

そ
の
他
所
要
の
経
過
措
置
を
設
け
る
こ
と
。
（
附
則
第
二
項
か
ら
第
八
項
ま
で
関
係
）


